
　「イヤー、暑かった」太陽から

の熱射の機関銃、毎日毎日こんな

にも続くのは生まれて初めてだと

思ったら、昭和６年“秋田測候所“、

観測開始以来始めての９月に、真

夏日12日(９月20日現在)との事、生まれて初体験だっ

た。お陰様で無事燃え尽きないで乗り切れました。

　母校　男としてなんで“父校”とは言わないのかなー？

　猛暑日に変なこと妄想してしまいました。母国その

他みな、頭に母がついており、母の胎内に理由がある

んだと気が付いた訳です。高校３年間母校（母)とい

う同じ胎内で同じ学業、部活、教養、躾を受けて卒業

(誕生)させて頂いた、同じ母なる胎内で、物心ついて

育てられたのが同級生であり、同窓生なんだと発想し

てみました。同窓会はその絆の上に成り立っているの

ではないでだろうか？

　母なる母校に感謝し、敬愛なる念を抱いて過ごした

いと思う。

　『古里応援団』東京には三平会長を団長に古里応援団が

活躍をしております。あらゆる場において大変ありがたく

感謝をしております。

　所で、秋田県の課題は、主たる産業のない所が、あらゆ

る面で活力に欠ける主因ではないだろうか。企業誘致を進

めている県ですが、行政に頼ってばかりもおれません、我

が秋工同窓会も３万人余を数える組織であります。同窓会

が誘致した企業、産業を県に紹介できないものかと考えます。

　同窓生は、企業人、大企業の要職にある方、特に物作り、

工業製造業等に従事していると推察します。古里の現状を

活力あるものにする為に情報をお願いいたします。

　秋田はご存じのように、冬の雪以外は災害の発生等の少

ない所です。“あーあ上野駅”まで４時間の時代です。極東

ロシアの窓口でもあります、就職と言う名の元に、県人を

仕事の場に連れて行くのではなく、県人の下に仕事（企業、

製造業）を持って来る事をお願いしたいものです。

　雑感、熱い夏を乗り越えたら脳も刺激を受けたようです。

会　長　太　田　光　重
（昭和31年機械科卒）

もの心ついてからの胎内

秋工竿燈会発足
詳しくはＰ３へ
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　常日ごろ、太田会長様始め、同窓会の皆様にはいろいろな面で大変お世話になっ

ております。あらためて御礼申し上げます。

  さて、秋田工業高校は今、ソフト、ハードのいろいろな面で転換期に立っているような気がします。

入試制度の変更、クラス定員の削減、校舎改築、ラグビーの復活等々。そんな中、このたび長年の願

いであった「竿燈祭り」に学校として参加することができました。下米町二丁目の町内竿燈に入れて

いただき、背中に校章が描かれたの袢纏を着て四日間、生徒達は無事演技を披露することができまし

た。まだ大若一本だけでしたが、竿燈の提灯に描かれた青色の校章と赤色の「秋工」の文字が特別鮮

やかに見えました。今後、もう一本の大若と大太鼓を準備し、「屋台」も各科のものづくりの技を結

集して製作する予定です。最終的にお囃子も含めてすべて揃え、「オール秋工」での参加が目標です。

本校のホームページでも竿燈祭りでの様子が掲載されていますので、ぜひご覧いただければと思います。

  また、校舎改築については、基本構想を柱に数多くの打合せを行い、当初より若干遅れ気味ですが、

２５年度中の体育館からの着工予

定で進んでいます。「秋田県の

工業高校のセンタースクール」

と呼ばれる内容にふさわしい建

物、と様々なポイントで注文を

付けました。しかし肝心の実習

棟が、基本構想の段階で「耐震

化工事及び改修を行った上で継

続　活用」となっていたため、

それでは不十分だという事を強

く訴えたのですが、現段階では

まだはっきりしたことが言えま

せん。（まだ確定はしていませ

んが、校舎棟や体育館棟等の配

置図を左図に示しました。）

　伝統ある秋田工業高校が、名

実ともに秋田県工業高校のナン

バー１スクールとしてその地位

を固めるためにも、校舎改築、

ラグビーの復活等に全力を傾け

ていく所存ですので、これから

も皆様のご援助・ご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。

転　　換　　期　　　　
校　長　新　田　宏　光

実習棟－Ｄ

多目的グラウンド

実習棟－Ｂ

実習棟－Ｃ
１Ｆ：ものづくり工房

金砂会館
（曳家により移動）
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　今年度、ＰＴＡ会長を務めさせていただくことになりました斉藤と申します。どうぞよろし
くお願いいたします。同窓会の皆様には日頃からＰＴＡに対し、温かいご支援ご協力を賜り深
く感謝申し上げます。
　私自身昭和５４年建築科の卒業生でありますので、少しでも母校に恩返しができればという思

いで、ＰＴＡ活動に参加しております。
　さて、今日の社会情勢はいうまでもなく、厳しいものであります。そんな中、我が秋工は就職決定率１００％を
継続しております。また進学や各種資格取得にも力をいれ、新田校長を先頭に、先生たちの熱いご指導のもと、
子供たちが目標に向かって、自分の将来を見つめることができることに、感謝しております。また部活動におい
ても、常に目標を高く掲げ、活躍している姿は、まさにこれからの時代を生き抜く、たくましい秋工生でありま
す。これも卒業生の皆様が築いてこられた伝統の力、これからも続く力であることはいうまでもありません。
　今後とも秋田工業高校発展のために、お力をお貸しいただければ幸いです。

　２年後の創立１１０周年記念式典を生徒自ら盛り上げるために、
高校初となる竿燈会が発足しました。在校生の中に経験者がい
て、以前からやりたいという話があったからです。準備もスムーズに
進み、大若一本のみですが今年の参加に間に合いました。
　参加してみて、練習時間が余りとれなかったものの生徒の演技は見
事でした。額や腰はもちろん、膝立ちになったり、日の丸の扇子を持

ち出したりしています。秋工の竿燈を持たせて欲しいと他の町内からも多くの卒業生が集まってきました。また、
秋田工業の名前を見つけた観光客からも大きな声援をいただきました。演技終了後、「ふれあい竿燈」の時間に
は多くの観光客が秋工の竿燈のもとに集まり、記念撮影をしたり、中には持ち上げてみようと挑戦する人もいま
した。竿燈を通して秋田工業高校の勢いを示すことができました。
　来年以降は屋台（太鼓などお囃子）を準備し、大若を２本準備し、昼竿燈や妙技会にも参加したいと考えています。

　　　　一心不乱、不断の努力、明日に向かって今日を生きる 隨處作主　　　　　　

　　　　大館工業高等学校   　　秋田南高等学校

　　  秋田南高校、北海道大学 　　秋田南高校、筑波大学   工業（機械） 　　保健体育

　　　充実した高校生活を送っている 　　　礼儀を重んじる学校　　　　

　木に咲く花を愛でること 　仏像鑑賞

これまで同様のご支援を 　　　　一層の御支援の程、よろしくお願いします。

　　　　母、本人、妻、長女、二女の五人家族 　　　本人、妻、長男の三人家族

教 頭　佐々木　　健 教 頭　石　井　　潔

ＰＴＡ会長挨拶

座右の銘 座右の銘

前任校 前任校

出身校 出身校教科 教科

秋工の印象 秋工の印象

趣味 趣味

秋工同窓会
への要望等

秋工同窓会
への要望等

家族構成 家族構成

新　任　教　頭　先　生　紹　介

斉　藤　浩　芳
　（昭和５４年建築科卒）

秋工竿燈会が発足しました
秋工竿燈会事務局　梁　瀬　　　章

北勢工業株式会社HSK

質実剛健 二人で咲かす同期桜

給排水.衛生.空調.設備　　設計.施工.保守

取 締 役 会 長
監　　査　　役
代表取締役社長

（昭31 機械科卒）
（昭31 機械科卒）
（昭56 工業化学科卒）

太田　 光重
仙北谷 孝治
太田　 博之

秋田市仁井田本町５－１－６２
TEL：018 (839 )6516　FAX：018 (839 )6513

http://www.hokusei-kogyo.com

代表取締役　鈴　木　誠　一（Ａ.３８卒）

株式会社  汎建築設計事務所
設計・監理

〒０１０‐０９１１　秋田市保戸野すわ町１４番２３号
ＴＥＬ　０１８（８６２）３４４９　ＦＡＸ　０１８（８６２）３２８９

　Ｅ‐ｍａｉｌ：ｈｕｎ_０４１６＠ｃｎａ．ｎｅ．ｊｐ
ＵＲＬ：//ｗｗｗ．ｃｎａ．ｎｅ．ｊｐ/～ｈａｎ_０４１６/
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　秋田市南部金砂会は、平成１３年１１月に創立され、平
成２３年１１月１８日に、１０周年の記念総会を迎えることが
できました。
　総会には、太田同窓会長、学校からは沼田教頭のご
臨席を賜わり、記念講演は秋工ラグビー部の黒沢光弘
監督にお願いしました。
　花園予選の決勝でロスタイムで逆転され、全国大会
に出場できなくなり、監督には演題でなやまれたよう
でしたが今後の秋工ラグビーの「復活に向けて」熱く
語っていただきました。
　今年の春の全国選抜「ベスト４」、春の東北大会で
の「優勝」、昭和６２年以来の全国制覇を会員一同期待
しております。
　懇親会は沼田教頭より母校の生徒の「進路、校舎改
築」の説明をいだき、乾杯の発声は冨樫博之県議（前

議長・Ｓ５０
Ｍ 卒 ） に
とっていた
だ き ま し
た。懇親会
では各テー
ブルで学生時代の話題で盛り上がり、１年振りの再会
を楽しんでおりました。
　ラグビー部ＯＢによる「部歌」応援歌を唄い、あっ
という間に時間が経ってしまいました。
　お開きの乾杯は、嵯峨兼信副会長（Ｓ４５Ｃ卒）より
同窓会の年会費納入のお願いなどで閉めていただきま
した。
　今後の課題は「若い会員をどうして増やすか」だと
思っております。

　昭和６０年代に入って、秋工同窓会支
部を作ろうとの機運が高まり、何度か
会合を行った。京浜と中京の大工業地
帯の狭間で、勿論新幹線の無い時代に

『箱根の山』を超えてきた人は、そんなに多くは無い筈。
同窓会を作るだけの人数は居るのだろうか？と、設立
準備会合に参加しながら思ったものである。
　母校や同窓会本部からの援護により、静岡県に就職
した卒業生は、６０名を超える人数を知った。（最大時：
平成５年に １００名、現在７５名）先輩方々の“強烈な馬力”
により、遂に昭和の末に、秋工同窓会・静岡支部の発
足をみた。平成と共に支部も歳を重ね、早や四半世紀
を迎えることに、感慨大なるものがある。
　思えば、この当時支部設立に意欲を持って、準備会
合に集まって熱い意見を交わした先輩方々の大半は、
現在総会に姿は見えない。この文を書きながら、支部
の土台を創って頂いた先輩面々を思い出せば、瞼に熱
いものを感ぜずには居られない。馬力があった。母校
をこよなく愛し、誇りに満ちていた。絆を大切にして
いた。あの熱気をわが身に…そして後輩に伝えねば…
自分の非力を恥じながら、何とかしなければ、との願
いは頭から消えることは無い。
　今、日本は個人の、自由な行動が身に浸みて、団体
活動が非常に採り難くなった。会社の職場旅行は消失
した。老人クラブの役を請けた私の日常でも、高齢で

脱退していく人が増える一方、新たに入会する人は殆
ど途絶え、平均年齢が上がるばかり。役を請けて活動
できる人が年々減っていく。１７万人のわが市でこの４
月、役員に成り手が無くて、５つの老人クラブが消滅
してしまった。村の壮年会も同様の危機にある。経済
の疲弊、製造業の空洞化、しょぼくれた方向のみが目
に付く。
　しかし一方で、ロンドン五輪の素晴らしい成績を上
げた競技の選手は、一様に口にした言葉を見逃せない。

「この仲間でやれたから…」「このチームで励ましあっ
たので…」「このチームの仲間が一生の宝です」と、チー
ムの結束を第一に挙げていた。体操・フェンシング・
女子バドミントンに卓球・バレーボール、男女サッカー
とレスリング。あの個人競技と思われる水泳でさえ、
男女合同練習のチーム力を訴えた。
　私たち日本人は、やっぱり強い絆の団体活動により
力を得、また与えることが得意なのだと認識を新たに
し、とても嬉しいことでした。小集団活動で製品と会
社を世界に誇れるものにしたことと、変わらないこと
だと安堵の心地になりました。
　この若い五輪選手の言動を励みに、わが同窓会も秋
工の絆のもとに永く続けることができるものと確信
し、今後も総会・懇親会への参加呼びかけを、怠って
はならないと自らに言い聞かせる今日この頃です。

静岡支部発足２５周年に思う　　　　　　　　　　

秋田市南部地区金砂会１０周年記念総会を祝う　　　　　　　　　　

静岡支部長　大　槻　　　榮 　
（昭和34年 機械科卒）　

会長　小　林　道　弘（昭和２７年 機械科卒）　

御所野製材株式会社

代表取締役　嵯 峨　兼 信   Ｃ４５卒

秋田市上北手古野字脇ノ田１０１番地
ＴＥＬ　０１８（８３９）０５００
ＦＡＸ　０１８（８２９）２８２７

代表取締役　池田　昌憲（Ａ.４７卒）

補償コンサルタント・一級建築士事務所

本　　社/〒０１０－００６２　秋田市牛島東二丁目１番３０号
ＴＥＬ（０１８）８８４－０９６６・ＦＡＸ（０１８）８２５－０９０３
Ｅ‐ｍａｉｌ：ｍａｉｎ＠ｓｈｏｋｅｎ．ｔｖ
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　平成２４年度　秋工同窓会総会が恒例の５月最

終土曜日、２６日午後４時より行われました。

　鈴木茂夫秋田商業高校同窓会会長並びに新田

宏光校長をはじめとするご来賓の方々にご臨席

を賜り、総勢８３名の参加者を数えるに至りまし

た。

　各種案件も無事承認をいただき、約１時間後、

定刻どおりに総会を終えることができました。

　その後、和楽器兄弟ユニット・あんどう兄弟

の笛と太鼓のアトラクションをはさんで懇親

会へと移

行し、今

年２４年３

月に卒業

した安田

翔太、渡

辺 海 斗、

佐々木尚

弥、小玉公二、西田岳、高橋良平、高橋昴希

（以上機械科）、古屋大樹（電気科）、河村元友、

嵯峨信也（以上建築科）の １０名の新入会員の

紹介があり、東京秋工会　地主勝己先輩（昭

和３７年土木

科卒）より

乾杯のご発

声をいただ

き、賑やか

に歓談いたしました。

　旗を振り、応援歌を唄い、あっという間に時

間が経って出席者の先輩より恒例の締めをお

願いし、今回

は土木科同窓

会会長の岩沢

光夫先輩（昭

和３９年土木科

卒）より中締

めをしていた

だきました。

　（４）のつく幹事の方々、大変お疲れ様でした。

また、（５）のつく卒業生の方々は来年の幹事よろ

しくお願い致します。太田光重会長のもと、参

加人数は毎年１００名を超えるように、同窓会活動

をもっともっと活性化していきたいものです。

（敬称略）

平成2４年度 秋工同窓会総会の報告
企画委員会担当副会長　池　田　昌　憲（昭和47年建築科卒）

新 入 会 員 紹 介

中締めの万歳三唱

恒例のタスギ渡し

第一建設工業株式会社
人に夢、街にぬくもり

常務執行役員秋田支店長　  高　橋　眞　人

〒０１０－０００１　秋田市中通四丁目１７番１２号
ＴＥＬ　０１８－８３４－５７１１

秋田支店

（昭和43年 土木科卒）

船木技術士事務所
道路建設コンサルタント道路建設コンサルタント

安全・快適な生活空間の創造に尽くします。

所　長 （昭和４３年土木科卒）船 木　整
技術士（建設部門）

（公社）日本技術士会会員　（公社）土木学会会員
〒２６０-００４２ 千葉県千葉市中央区椿森２－１－３

TEL/FAX：043-206-1728　E-Ｍａｉｌ：hitoshi.f@cnc.jp

岩見谷 洋志
いわ ひろみ や し

（昭和４１年電気科卒）

クラシックギター演奏・教授クラシックギター演奏・教授
〒２１１‐００２５　川崎市中原区木月４‐１８‐１９
ＴＥＬ＆ＦＡＸ　０４４（４３３）２９３１

鎌田工業株式会社

〒103－0015  東京都中央区日本橋箱崎町41－８
TEL  03（3667）6696㈹　FAX  03（3667）8956

〒010－0931  秋田市川元山下町１－11－201
TEL  018（862）9767　FAX  018（865）2629

営業所／秋田・仙台・青森・盛岡・山形・千葉・東京

秋田営業所 所長　木　村　勇　人

代表取締役社長 鎌 田 満 雄（昭和27年土木科卒）

躯体一式専門工事業
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　私が卒業して早や、半年が過ぎました。
私は秋田市内にある「伊藤工業株式会社」

に就職する事ができました。運よく希望の職種に就く
事ができ、現在は、会社の先輩方の指示の下、工事の
現場管理や業者さんとの打合せに奔走しています。私
はその中で秋田工業ＯＢの方々の多さに驚きました。
現場の中心として活躍していて、私自身も大変お世話
になっています。まだまだ先輩方の様に現場を仕切る

までには至っていませんが、一日でも早く会社の戦力
となれる様に頑張りたいと思います。
　最後になりますが新入社員に大切なことは、「明る
い挨拶と笑顔だ」と私は思います。社会人になると自
分より年が ２０ も ３０歳も上の方達と仕事をしていく事
になります。その中で友好な関係を作っていくには挨
拶と笑顔が大切になってくると思います。多くのＯＢ
が後輩の皆さんの社会での活躍を期待しています。

　お久しぶりです。私が秋工を卒業して
半年が経過しました。後輩のみなさんは、

自分が目標としている進路のために、毎日努力してい
ることと思います。そこで後輩のみなさんに、微力な
がら職場紹介と、アドバイスをさせていただきます。
　私は八橋のパブリの近くにある「株式会社トクミツ
建築企画」に入社しました。我が社は主に施工図の作
成と工事管理をしております。ＡｕｔｏＣＡＤという、
ＣＡＤのソフトを使用しまして、建築物の様々な図面
を描いたり、実際に現場に行って工事がどのように進
んでいるのか、又、職人さん達の手助け等をする仕事

です。先輩方の行動や作業を見て自分のものにしよう
としていますが、これが難しいです。秋田工業で習っ
たことがここで役立つのかと思うこともありますが、
毎日充実した日々を送っています。
　最後になりますが、学校で習ったこと、部活動で大
切な先輩・後輩の上下関係、先生方に対する言葉遣い
は必ず社会に出ても重要なものであります。又、先生
方がおっしゃっていることは、社会に出てものすごく
必要になります。みなさんの努力次第で良い道が開け
てくると思いますので、この事を参考に頑張ってくだ
さい。

　私が、秋田工業を卒業して約半年が過
ぎました。秋田工業の生徒のみなさんは、

進学や就職に向け、学業や部活動、資格取得などに取
り組んでいる事と思います。
　私は、仁井田にある「株式会社北勢工業」に就職し
ました。我が社は、管工事部、環境機械部、リフォー
ム事業部、リサイクル事業部、総務部の五つに分かれ
ており、私は管工事部の方に所属しています。内容は、
一般家庭の水廻り工事、本管設備、配管工事、給排水
衛生設備、冷暖房空調設備という仕事です。一般家庭
の水廻りの漏水修理などで、どこから水が漏れている

か、どの部品が何の原因で水が漏れているかを調べて
修理します。修理のやり方、材料などと覚えることが
たくさんあり、毎日勉強しております。とてもやりが
いがある仕事なので、これからも頑張っていきたいと
思っております。
　最初は分らないことがたくさんありますが、先輩や
上司に積極的に聞いたり、コミュニケーションを高め
ていけば、仕事の能力向上などに繋がると思います。
仕事は自分の頑張りしだいですので、日々努力して
いって下さい。「今できる事を、今やるのが大事」だ
と思います。

ＯＢの活躍後輩も続け!! 卒業生からの便りＯＢの活躍ＯＢの活躍ＯＢの活躍

河　村　元　友　平成2４年建築科卒

嵯　峨　信　也　平成2４年建築科卒

佐々木　尚　弥　平成2４年機械科卒

努力は決ず実を結ぶはずだ！！

今できる事を、今やる事が大事！！

後輩も続け！ 活躍に期待！！

伊藤工業㈱

㈱トクミツ建築企画

㈱北勢工業

代表取締役会長　小　南　昭二郎（Ａ‐Ｓ２９卒）

小 南 工 務 店株式会社

総合建設業　１級建築士事務所

〒０１０－０９５１　秋田市山王１丁目８－１４
ＴＥＬ　８２３－４６０２　ＦＡＸ　８６２－３７１７

建築●設計●施工

建築施工図／建築積算／工事管理

代表取締役　徳　光　富　久（Ａ.４７卒）

〒０１０－０９７３　秋田市八橋本町六丁目１１－１４
ＴＥＬ　０１８－８２４－１８６８　ＦＡＸ　０１８－８２４－１８９８
　Ｅ‐ｍａｉｌ　ｔｏｋｕｍｉｔｕ＠ｊｍａｉｌ．ｐｌａｌａ．ｏｒ．ｊｐ

ＴＯＫＵＭＩＴＳＵ

PLANNING
ARCHITECTURE
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　一昨年、古希を迎えた記念にと同期の佐々木
幸一君（電気科卒）、山本一則君（同）、そして
私の３人は、県高校ＯＢ対抗ゴルフ大会に参加
することになりました。結果は、６５チーム中、
１５位と平凡な成績に終わったのです。
　「こんなはずはない。もっと頑張れるはず」。
誰一人、その成績に満足はしていなかったので
す。そして昨年、個人戦で佐々木君が優勝。私は、
ニアピン賞を獲得しました。が、団体戦は ４９
チーム中１２位と、前回の成績を個人では上回っ
たとはいえ、団体戦でのリベンジは叶いません
でした。
　３度目の正直－。「今年はなんとしてでも、
３位入賞を」とハードルを高く設定。「それぞ
れの力を発揮すれば、絶対可能」という信念の
下、練習に励みました。
　６月２３日（日）、５９チームの精鋭が秋田カン
トリー倶楽部に集いました。本校ＯＢからは、
我がチームを含めて５チームが参加しました。
　古希を過ぎた我がチームの合計年齢は参加
チーム中トップ。内心、「入賞は無理かな」と
思いましたが、なんと、団体戦で準優勝、個人
戦（シニアの部）でも、私が優勝と最高の結果
を得ることができました。「金砂健児」の意気

を示すことができたと、自負しています。
　過去の成績を振り返ると、平成１８年、同２１年
には後輩の石黒望君（Ｓ４９年・地質工学科卒）、
塚田貢才君（Ｓ５２年・同）、高橋文雄君（Ｓ４６
年・同）のチームが団体優勝しています。今年
の大会でも、石黒君がカップまで ３５センチと、
あわやホールインワンかと思わせるような見事
なショットを披露。その光景はテレビでも放映
され「やるな、秋田工業は」と、強烈なアピー
ルをしました。
　８年前、秋田工業高校創立１００周年記念でゴ
ルフ大会が開催されました。先輩や後輩、そし
て同期の仲間たちと絆を深めることができ、有
意義な一日を過ごすことが出来ましたがその事
が今も強烈な印象として脳裏に刻まれていま
す。あの感触をもう一度味わうことができない
かと、ゴルフシーズン真っ盛りの今日この頃、
感じています。同窓会役員の皆様には、ぜひと
も実現していただければ幸甚に思います。同窓
会の益々のご発展を祈念しております。

　　　　　ゴルフ大会に参加して
　　　　　　　　　　　　　

　　　　秋田県高校ＯＢ対抗

丸　山　浩　二   
　（昭和３３年機械科卒）

左
か
ら
著
者
、
佐
々
木
幸
一
君
、
山
本
一
則
君

前田建具工業株式会社
代表取締役  前 田　　篤 志

今　野　　洋　子（Ｓ６２Ｋ卒）

秋 田 市 新 屋 豊 町 19－56
TEL 018ｰ863ｰ5533　　FAX 018ｰ863ｰ5534

財団法人　日本橋梁・鋼構造物塗装技術協会会員
財団法人　全 国 道 路 標 識 標 示 業 会 会 員
財団法人　日　本　塗　装　工　業　会　会　員

〒０１０‐０００１　秋田市中通三丁目３－２１
☎０１８（８３５）１０８４　ＦＡＸ　０１８（８３６）５８９８
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｒ‐ｋｕｒｏｓａｗａ．ｃｏ．ｊｐ/
ｅ‐ｍａｉｌ　ｉｎｆｏ＠ｒ‐ｋｕｒｏｓａｗａ．ｃｏ．ｊｐ

代表取締役会長  黒　澤　道　信
代表取締役社長  黒　澤　晋　一

自然環境再生にとりくむ技術集団
有限責任事業組合 ランドオーナーオフィス
Limited
Liability
Patnership

理 事 長　地　主　勝　巳
（昭和37年C卒）

Land Owner Office

マネジメントオフィス
〒206-0034
東京都多摩市鶴牧2-23-8
TEL：042-371-3630
FAX：042-371-3687
携帯：090-1050-3562　　E-mail：j-katumi@tg7.so-net.ne.jp

事業所（プロジェクトMURAYAMA管理事務所）
〒208-0022
東京都武蔵村山市榎1-17-4
TEL：042-564-0926
FAX：042-564-0925

社会福祉法人　はまなす会
理事長　黒 澤　道 信

■高齢者介護施設ぬくもり山王
■デイサービスぬくもり山王
■ケアサポートぬくもり山王
秋田市川尻町字大川反233番地の59

（定員60名）
（定員20名）

TEL 018-824-7000/FAX 018-862-1713

（定員50名）

TEL 018-845-4575/FAX 018-857-3371
（定員40名）
TEL 018-845-4577/FAX 018-857-1177

（定員25名）
TEL 018-893-3800/FAX 018-893-3810

■ケ　ア　ハ　ウ　ス　土　崎
■ヘルパーステーション遥か
秋田市土崎港中央三丁目４番40号
■介護付有料老人ホーム遥か
秋田市土崎港中央三丁目４番42号

■小規模多機能ホーム日吉坂
秋田市新屋比内町７番４号

貢

献

創

造

信

頼
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　志賀君とは、小学校、中学校、高校とクラスは違いますが「ずーと
同じ学校」でした。小、中学校の頃は家にもよく遊びに来たものでし
た。小学校４年 ( 昭和２３年頃 ) に秋田市立旭南小学校に転入して来ま
した。それ以来高校卒業まで同じ学校です。そんなに「キカネタイプ」
では有りませんでしたが、存在感のあるガッシリした人でした。
　戦後の「ガジャガジャデ」時代でしたので思い出はあっても、記
憶には余り残ってはいません。
　成和中学 ( 現山王中 ) の最後の卒業生で、彼は野球部だったと記憶
しています。私は軟式庭球でしたが、当時はグランド、コートといっ
ても石ころの混じるところにローラーをかけた程度で練習していました。茨島の旧付属高校の場所にありました。
　秋工では彼が工化、私は機械。彼はガッシリした体格に、石ころのグランドで培った反骨精神と、本来の闘争
心で「全国で優勝できる競技をしたい」という事で迷わずラグビー部へ。それからは「零細軟式庭球部」と「常
に日本一を目指すラグビー部」では顔を合わせる機会も少なくなりましたが、３年時彼が主将だったラグビー部
が全国優勝した時は、喜びと共に、「誇りに」思ったものでした。その大会前の壮行会では段上の「彼の勇姿」
に全校生と共に激励をしながらも、「半分うらやましく」感じておりました。
　早稲田大に行ってからは秋田に帰る機会も少なくなりましたが、たまに来ると「昔の悪ガキ共」が集まって一
杯やりました。それが都会での彼のストレス解消になったのではと思っています。
　「今の自分があるのは秋工のお陰だ、学校に何か恩返しがしたい」これが彼の口癖でした。
　５年前（２００７年１０月）の秋田国体に、日本ラグビーフットボール協会会長である森元首相が来県した際、早稲
田大で同期の、彼の口添えで母校秋工においで戴きました。首相経験者が母校の校門をくぐることは多分これっ
きりでしょう。彼の人徳であり交流の広さであります。
　葬儀、告別式、偲ぶ会には常に森元首相の姿が在りました。感謝をしながらご冥福をお祈りし合掌いたします。

　以前より「心臓移植しか長く生きのびる方法がない」と本人からお聞きしていましたが、こんなにも早く、と
思うと残念でなりません。今更、業績等述べるのはヤボというものでしょうが、何といってもラグビーの虫で母
校想いでその情熱は衆目の一致する点だと思います。私自身、監督時代大変お世話になりました。ラグビー談話、
特にスクラムプレーにおいては時間の経つもの忘れ、口角泡を飛ばしての談義には圧倒されたものです。
　７月２４日（火）に、秩父宮ラグビー場２階の会議室で「志賀英一氏を偲ぶ会」では、協会関係、早稲田ＲＯＢ
会及び現役、そして秋田工業高校同窓会、ＲＯＢ会、同期の仲間等、１００余名の参列のもと、なごやかな会が開
催されましたが、改めて志賀さんの存在感の大きさを痛感致しました。そして、母校ラグビーが、正月の花園で
悲願達成を成就することが何よりのはなむけになることは万人が認めることであり、皆で力を結集し、頑張って
行こうじゃありませんか。

志　賀　英　一（昭和３１年工業化学科卒）秋田市保戸野出身、成和中（現山王中）卒

｛高校時代｝がっしりとした体格とスピードを武器に１年からフッカーとしてレギュラーに定着、３年時
　には主将を務め、全国の頂点をつかんだ。
｛大学時代｝早大ラグビー部では森喜朗元首相と同期。１年目から不動のフッカーとして活躍、１、３年
　時には大学日本一を経験。主将となった４年時には日本学生代表、関東代表、日本代表（キャップ３）
　にも選出されたが、卒業後は一線を退いた。
　２００６年から関東ラグビーフットボール協会副会長を務め翌年から今年（２０１２年）まで会長、日本協会

ラグビーフットボール理事も歴任、早稲田大ＲＯＢ倶楽部会長も務めていた。本県初となる早明戦の開催にも尽力するな
ど、豊富な人脈を生かして本県ラグビー界を蔭ながら支えた。４月１４日千葉県印西市の病院にて心不全で逝去、７４歳だった。

　　志賀英一先輩追悼 同窓会副会長　中　野　　　直（昭和４２年機械科卒）　

秋
工
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　　同期生を誇りに

東京秋工会顧問元副会長 志賀英一（前関東ラグビーフットボール協会会長）さんを偲んで

同窓会会長　太　田　光　重（昭和３１年機械科卒）　

澤木萬國特許事務 所

（昭２６電気科卒／東京秋工会名誉会長）

澤　木　誠　一所長弁理士

澤　木　紀　一　　弁理士

〒１０５－０００３　東京都港区西新橋１丁目１８番１１号

Ｅ‐ｍａｉｌ：ｓａｗａｋｉ．ｐａｔ＠ｍｂｄ．ｎｉｆｔｙ．ｃｏｍ
ＴＥＬ：０３－３５０１－０９３７（代）ＦＡＸ：０３－３５９５－００５９

ル・グラシェルＢＬＤＧ．１６　４Ｆ

合同会社アーバン・コンサルタント
代表　三平　俊悦（昭39A卒）

shunetsu Mihira

〒216－0035 川崎市宮前区馬絹855－3 TEL/FAX.044－852－0891
携帯090－6930－1389　　E-mail shuｎmihira1945@gmail.com

不動産関連事業を核にお客様が求める
ビジネス＆ライフをサポートします。

宅地建物取引主任者・管理業務主任者
二級建築士・リスクマネジメント協会RMF資格

URBAN
CONSULTANT
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KISO KOGAKU

地質調査・土質試験

基礎工学有限会社

代表取締役  藤 岡　千代志

〒010-0061  秋田市卸町１丁目６－26
TEL 018(864)7355㈹  FAX 018(864)6212
土質試験室 秋田市卸町５丁目９－14

■本　社　〒010-0923　秋田県秋田市旭北錦町1番14号
　　　　　TEL.018-865-0601　FAX.018-865-0612

代表取締役社長　内　村　和　人（S43年卒）

■東京支店　〒171-0014　東京都豊島区池袋2丁目43-3　田村ビル3階
　　　　　　TEL.03-5944-8464　FAX.03-5944-8775
■仙台支店　〒982-0802　宮城県仙台市太白区八木山東1丁目16-13
　　　　　　TEL.022-398-8151　FAX.022-398-8152

建築物清掃・環境衛生・廃棄物収集運搬・警備保安

貯水槽清掃・空気測定・害虫防除・ハウスクリーニング

光触媒加工装飾品・消毒消臭機器

この環境を守らなくては…

ビルメンテナンスの総合プランナー

本社　秋田市東通仲町２０－１６
ＴＥＬ　０１８－８３３－３９５７
ＵＲＬ：ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ａ‐ｂｉｃ‐ｃｏ．ｃｏ．ｊｐ

清掃管理
環境衛生管理

警備保安管理設備管理

ＩＳＯ９００１

C2002-01584

本社認証取得

伊藤工業株式会社
代表取締役
社　　　長 伊　藤　　　満（Ｃ.５４卒）

本　社　〒０１０‐１２２１
　　　　秋田市雄和平沢字舟津田７８－１

ＴＥＬ　０１８－８８６－２１３５
ＦＡＸ　０１８－８８６－２７４９
Ｅ‐ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｉｔｏ‐ｋｏｇｙｏ．ｊｐ
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｉｔｏ‐ｋｏｇｙｏ．ｊｐ/

ＴＡ

ＩＳＯ９００１：２０００

総合建設業

本庄忠社会保険労務士事務所

労働・社会保険諸手続　就業規則作成
人事・労務管理　労働トラブル相談

特定社会保険労務士 （昭45機卒）本　庄　　　忠

〒010－0042  秋田市桜２丁目25番47号
TEL 018（836）6394  FAX 018（836）6396
http : //www.ne. jp/asahi/sr/honjo/
E-mail  srhonjo@office. email.ne. jp

■秋田事務所　秋田県秋田市寺内後城22－２
　　　　　　　TEL．018－847－4051　FAX.018－847－4052
■関東営業所　神奈川県川崎市高津区梶ヶ谷２丁目７－４グランドハイツ梶ヶ谷A棟１０３号
　　　　　　　TEL．044－948－7571　FAX.044－948－7572

関東営業所を開設しました
直営工場からオーダー家具・店舗什器を
お届けする中央建装が

代表取締役　佐藤　正弘 （昭和４６年 建築科卒）

株式会社中央建装

土木建設資材・機械販売

斉　勇　株式会社

代表取締役　斉　藤　　　哲（Ｓ５３年卒）

秋田市仁井田二ツ屋一丁目１１－４１

ＴＥＬ　０１８－８３９－７１１１（代）

“夢ある未来へ　地球にやさしい街づくり”

福島営業所所長　野呂  昭光　（昭和37年Ｃ卒）

〒960-8071  福島県福島市東中央３丁目37番地１
ＴＥＬ　０２４‐５３６‐２０４２　　ＦＡＸ　０２４‐５３６‐２０８０　　Ｅ‐ｍａｉｌ　ｎｏｒｏ＠ｆｕｊｉｃｏｎｓ．ｊｐ

本社：宇都宮市
東京事業本部・盛岡営業所・仙台営業所・福島営業所・富山営業所・福岡営業所

富士コンサルタンツ株式会社
総合建設コンサルタント

代表取締役　伊　藤　善　通

三 木 設 計 事 務 所
株式会社

〒０１０‐０９３３　秋田市川元松丘町２－１４
ＴＥＬ　０１８（８６２）７３３１（代）
Ｅ‐ｍａｉｌ　ｍａｓｔｅｒ＠ｍｉｋｉｓｅｋｋｅｉ．ｃｏ．ｊｐ（代）
ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｍｉｋｉｓｅｋｋｅｉ．ｃｏ．ｊｐ
営業所　北秋田

水道コンサルタント

ＩＳＯ９００１
認証取得

水道事業の
計画・設計
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北 海 道 支 部
仙 台 支 部
東 京 秋 工 会
静 岡 支 部
東 海 支 部
関 西 支 部
鹿 角 支 部
大 館 支 部
北 秋 支 部
羽 城 支 部
男 鹿 支 部
大曲・仙北支部
由利本荘支部
横手･平鹿支部
湯沢･雄勝支部
泉･八橋地区金砂会
秋田市南部地区金砂会
秋工同窓勝平地区有志の会

支　部　名 代 表 者 名 郵便番号 事　　務　　局　　住　　所役　職 電 話 番 号
011-712-3502
022-244-1473
044-852-0891
054-364-4351
0569-72-5845
072-826-3136
0186-22-2244
0186-42-1870
0186-67-2095
018-877-3807
0185-33-3793
0187-62-4231
0184-23-1094
0182-24-0215
0183-73-0299
018-866-2153
018-839-6516
018-862-7155

支部長
支部長
会　長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
支部長
事務局
支部長
会　長
会　長
会　長

札幌市東区北六条東八丁目１－２－502　渡部秀樹方
仙台市太白区富沢三丁目13－７　大島喜三郎方　
神奈川県川崎市宮前区馬絹855－３　三平俊悦方　
静岡市清水区峰ヶ谷456－７　佐々木健男方
愛知県知多郡武豊町字六貫山１－70　塚本憲夫方　
大阪府寝屋川市若葉町13－３　木村忠雄方
鹿角市花輪字下中島102　柳澤隆次方
大館市泉町６－22　奥羽電気設備㈱内
北秋田市今泉字今泉７　簾内　勇方
潟上市飯塚字水神端33－３　渡部久男方
男鹿市北浦北浦字栄町３－６　外山弘三方
大仙市大曲須和２－２－46　伊藤正之方
由利本荘市川口字家妻146－３　㈱三栄機械　内　
横手市平鹿町浅舞字野々助151－３　高野　豊方
湯沢市裏門２－２－46　須田治哉方
秋田市山王一丁目１－１　秋田市役所都市整備部　赤川孝則方
秋田市仁井田本町５－１－62　㈱北勢工業内
秋田市新屋寿町１－24　佐藤一紀方

065-0006
982-0032
216-0035
424-0003
470-2362
572-0031
018-5201
017-0845
018-3343
018-1504
010-0683
014-0047
015-0051
013-0105
012-0824
010-0953
010-1421
010-1606

渡 部 　 猛
大　島　喜三郎
三 平 俊 悦
大 槻 　 栄
栗 原 四 郎
福 田 　 廣
柳 澤 隆 次
川 井 隆 治
簾 内 　 勇
渡 部 久 男
天 野 弘 志
伊 藤 正 之
細 矢 育 夫
高 野 　 豊
須 田 治 哉
渡 辺 佐 文
小 林 道 弘
佐々木　善　雄

役　職部会・団体名 代 表 者 名
電 気 部 会
建 築 部 会
設 備 部 会
金砂エスピック
土木科同窓会
ポ プ ラ 会

郵便番号 事　　務　　局　　住　　所 電 話 番 号
潟上市飯田川下虻川字両又57－７　㈲鐙電工 内　鐙　誠司方
秋田市保戸野すわ町14－23　㈱汎建築設計事務所内 大橋稔樹方
秋田市南通築地16－11　㈲太平工務所内　藤井　進方
秋田市仁井田本町６－４－11　㈱水建技術内　宇佐見昭一方
秋田市南通築地16－11　㈲太平工務所内　藤井　進方
秋田市八橋本町６－11－14　㈱トクミツ建築企画　小玉聖子方

018-877-6743
018-862-3449
018-833-0664
018-884-0966
018-833-0664
018-824-1868

時 田 富 雄
鈴 木 誠 一
三 浦 清 一
工 藤 行 雄
岩 沢 光 夫
土　田　久美子

会　長
会　長
会　長
会　長
会　長
会　長

018-1502
010-0091
010-0013
010-0062
010-0013
010-0973

〈金砂クラブ部会・団体〉

秋田工業高校同窓会支部・部会一覧

（敬称略・事務局判明分）

晴れの叙勲・褒章の紹介

旧職員
旧職員
旧職員
旧職員
旧職員
Ｓ　12
Ｓ　21
Ｓ　29
Ｓ　30
Ｓ　31
Ｓ　32
Ｓ　32
Ｓ　38

謹んでご冥福をお祈りいたします。
故人ご芳名 卒年 科 住　所 故人ご芳名 卒年 科 住　所

平成２３年１０月１日～２４年９月３０日（敬称略・事務局判明分）【哀 悼】

佐藤（斉藤）友三郎
三 浦 要 助
金 　 英 一
鐙　屋　賀代子
毛 利 雅 晴
門 脇 虎 男
中 野 廣 治
畠 山 軍 司
南 　 陸 夫
澤 田 　 稔
松井（佐藤）　達
柳 田 　 進
武 藤 陸 昌

三 浦 満 夫
中 津 英 昭
天 野 芳 朗
佐 藤 四 郎
菅 原 士 朗
茂　木　義次郎
山 下 純 一
三　浦　謹之助
大 門 　 弘
加賀谷　信　悦
佐 藤 淳 蔵
梅 津 大 地
鈴 木 　 宏

Ｓ16採鉱
Ｓ14土木

機械
機械
機械
機械
機械
機械
機械
機械

潟 上 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
神奈川県
秋 田 市
浜 松 市
静 岡 市
神奈川県
秋 田 市

Ｓ　28
Ｓ　37
Ｓ　24
Ｓ　24
Ｓ　28
Ｓ　33
Ｓ　33
Ｓ　21
Ｓ　23
Ｓ　45
Ｓ　45
Ｈ　12
Ｓ　32

電気
電気
土木
土木
土木
土木
土木
建築
採鉱
採鉱
採鉱
地質工学
工化

東 京 都
にかほ市
北 海 道
秋 田 市
秋 田 市
大 仙 市
仙 台 市
神奈川県
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市
秋 田 市

旭日小綬章　　相　澤　　　孝（昭和３４年電気科卒業）秋田市
　　　　　　　　　放送事業功労。元秋田テレビ社長。

旭日単光章　　加　藤　久　孝（昭和３６年電気科卒業）大仙市
　　　　　　　　　土地改良事業功労。大仙市協和土地改良区理事長。

平成２４年秋の叙勲

河　　正　　雄（昭和３４年機械科卒業）埼玉県川口市
　　　　　　文化芸術振興功労。秋田県仙北市仙北市立美術館名誉館長。
　　　　　　光州、ソウル、釜山各市の名誉市民。

　　　　　　宝冠文化勲章の受章は在日韓国人で初めてです。

韓国宝冠文化勲章受章
ハ 　 ジ ョ ン ウ ン
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平成2３年度　会　務　報　告
〈会 議 等〉

期　　　日 事　　　　業　　　　名 場　　　所

４月１８日㈪ 第１回　企画委員会 同 窓 会 館

５月１６日㈪ 役員・幹事会 第 一 会 館

５月２８日㈯ 平成２３年度　年次総会・新会員歓迎会 第 一 会 館

８月３１日㈬ 第１回　広報委員会 同 窓 会 館

９月１４日㈮ 秋工祭ブース打ち合わせ、第２回　企画委員会 同 窓 会 館

９月３０日㈮ 第２回　広報委員会 同 窓 会 館

１０月２２日㈯ 秋工祭ブース開設 母校実習棟

１１月９日㈬ 第３回　広報委員会 同 窓 会 館

１１月２０日㈰ 同窓会誌　第４６号発行 同 窓 会 館

１１月２１日㈪ 第４回広報委員会 同 窓 会 館

２月３日㈮ 第１回会長・副会長会議 楽 味

３月１日㈭ 同窓会長賞授与式 母校体育館

３月１日㈭ 同窓会入会式 母校体育館

※同窓会長賞　技術・技能の分野で特に優れた卒業生（H２３年度は２名受賞）

〈支部総会〉
期　　　日 支　部　・　部　会　名 出　席　者

６月１１日㈯ 東海支部総会 同 窓 会 長 

６月１２日㈰ 関西支部総会 同 窓 会 長 

６月１３日㈪ 金砂クラブ４部会総会 同 窓 会 長 

６月２４日㈮ 北海道総支部総会 同 窓 会 長 

７月２日㈯ 男鹿支部総会 副 会 長（ 土 田 ） 

７月８日㈮ 東北機械支部総会 同 窓 会 長 

７月１６日㈯ 土木科同窓会総会 同 窓 会 長 

１０月８日㈯ ポプラ会総会 副 会 長（ 土 田 ） 

１１月１１日㈮ 由利本荘支部総会 同 窓 会 長 

１１月１２日㈯ 東京秋工会総会 同 窓 会 長 

１１月１３日㈰ 静岡支部総会 同 窓 会 長 

１１月１８日㈮ 秋田市南部地区金砂会総会 同 窓 会 長 

１２月１日㈭ 秋田市役所金砂会総会 同 窓 会 長 

２月１７日㈮ 大仙仙北支部総会 同 窓 会 長

※その他　日本大昭和板紙支部総会　中止　

平成2３年度　一般会計決算書
収入総額　7,283,014円
支出総額　5,602,649円
差引残高　1,680,365円

収入の部	 （単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 比 較 増 減 摘　　　要
会　　　 費 3,678,000 4,059,070 381,070
1. 在校生会費 1,278,000 1,272,250 △ 5,750 生徒12 ヶ月分
2. 同窓生会費 2,400,000 2,786,820 386,820 1,107人
繰 越 金 2,841,944 2,841,944 22年度繰越金
広 告 賛 助 金 250,000 380,000 130,000 31社
雑 収 入 56 2,000 1,944 ネクタイピン売上げ

合 　 計 6,770,000 7,283,014 513,014

支出の部	 （単位：円）

科　　　目 予 算 額 決 算 額 比 較 増 減 摘　　　要
会 議 費 400,000 154,064 △ 245,936
1. 総　会　費 200,000 46,224 △ 153,776
2. 役員会議費 200,000 107,840 △ 92,160
事 務 費 1,986,000 1,842,046 △ 143,954
1. 事 務 手 当 1,176,000 1,176,000 事務員手当
2. 事 務 諸 費 50,000 47,441 △ 2,559 事務局消耗品
3. 印 刷 費 30,000 23,625 △ 6,375
4. 通 信 費 250,000 249,140 △ 860 電話・FAX・郵送代
5. 旅 　 　 費 350,000 240,251 △ 109,749 支部総会出席
6. 光 熱 費 100,000 100,470 470 灯油・ガス代
7. 消 耗 品 費 30,000 5,119 △ 24,881 事務用消耗品
事 業 費 3,050,000 2,409,789 △ 640,211
1. 会報発行費 2,500,000 2,049,895 △ 450,105 印刷代、封筒代、送料
2. 慶　弔　費 100,000 60,000 △ 40,000
3. 支 部 祝 金 200,000 130,000 △ 70,000
4. 新会員歓迎費 150,000 98,332 △ 51,668 会員章　他
5. 褒　賞　費 50,000 44,100 △ 5,900 同窓会長賞
6. 同窓会ブース準備費 50,000 27,462 △ 22,538
雑 費 334,000 196,750 △ 137,250
特別会計繰入金 1,000,000 1,000,000

合 　 計 6,770,000 5,602,649 △ 1,167,351

　同窓会活動の充実と後輩を後援するために、卒業生のご理
解とご協力は欠かせません。経済状況の厳しい中で心苦しい
ところですが、少しでも多くの方々に会費を納入していただ
ければ、大変助かります。

　会　　費　年額２千円
　納入期日　12月末日までお願いします。
　納入方法　同封の会費専用郵便振込用紙でお願いします。

（手数料無料）
　※なお、同窓会に直接持参されても歓迎いたします。

（財務担当　副会長　嵯峨兼信）

　今年の夏も、昨年同様暑さの連続でしたが、同窓の皆
様方にはいかがお過ごしでしたか。
　さて、長年の懸案でありました学校の建替えも、本決
まりとなりました。永年親しんできた現校舎も創設時よ
りの２代目、新規３代目に期待が膨らみます。
　今夏秋田県の高校では初の竿灯を我校生徒諸君中心で
あげました。新田校長を先頭に、演技を披露し沿道のお
客さんからやんやの喝采をいただきました。来年は、屋
台も登場しますので長く秋工竿灯が秋田の夜を照らして
くれると思います。
　編集委員からのお願いですが、どんなちっちゃなこと
でもよいですので、ぜひ投稿よろしくお願いいたします。

　（熊地）

担当副会長　志賀新一 昭４２Ｃ
委　員　長　熊地春悦 昭３７Ｍ
副 委 員 長　伊藤　満 昭５４Ｃ
委　　　員　下総　大 昭５１Ｅ　大友孝治 昭５４Ｈ
　　　　　　佐藤敏和 昭６２Ｈ　今野洋子 昭６２Ｋ
　　　　　　本間国裕 平７Ｚ

事 務 局 だ よ り

◇編集後記

◇同窓会会員への不審電話について

◇会費納入のお願い 会員の皆様へ！！

　同窓会では同窓生宅も含め電話での問い合わせを一切して
おりません。近年になり、同窓生ならびに同窓会を騙った不
審な電話がかかってきたという連絡が多数あります。昨年の
会誌でもお願いいたしましたが、同窓生の方はもちろん、近
親者の方も含めこのような電話がかかってきても、すぐに連
絡先を教えたりすることのないよう、十分にご注意願います。
万が一、実害などがある場合は、直接警察に相談して下さい。
なおこのことにつきましては５月の同窓会総会案内の新聞紙
面や学校・同窓会のホームページにて注意を促す告知をして
おります。　　　　　　　　（名簿担当　副会長　鈴木誠一）

広報委員会

取締役会長　長谷川　駒　造

〒０１０－００１３　秋田市南通築地８－１０

ＴＥＬ　０１８（８３４）５４４５（代）　 ＦＡＸ　０１８（８３４）５４３７

長谷駒組株式
会社

総合建設業／一級建築士事務所

駒
取締役会長　時　田　富　雄（Ｅ.２９卒）

社会に貢献する企業

時田電機工業株式会社

総合電気設備　設計・施工

秋田市中通六丁目３番３０号

☎ ０１８（８３２）８４１５（代表）  ＦＡＸ　０１８（８３４）０４４６
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「魅せます・教えます・熟練の技」

平成24年10月20日㈯

協賛　金砂クラブ設備部会・金砂クラブ建築部会・金砂クラブ電気部会・金砂クラブエスピック

「魅せます・教えます・熟練の技」

秋工祭同窓会ブース

電気工事士（第 1種）　　　　　
　　　実技試験（模擬）公開中！

ただいま測量器機
取り付け中！

昔の貴重な資料、
ありがとうございました。

災害時にガスなどの　　　　　　　
　ライフラインは、「大切」ですよ！

電気部会

エスピック建築部会

設備部会

秋工同窓会東北機械支部
支部長　佐　藤　昇　悦（昭和４６年機械科卒）

鉄構機械事業部 〒010－0065　秋田市茨島一丁目２番３号
TEL 018（862）5541　FAX 018（862）5626

マテックス事業部 〒010－0944　秋田市川尻若葉町６番１号
TEL 018（862）5271　FAX 018（862）5295

取締役会長　渡邉　佐文（Ａ25卒）
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　支部１５周年記念事業のＰＪリーダーを経て幹
事長につき、２０・２５・３０周年記念事業を取り仕
切ったこと、その間に母校百周年行事へ、支部
から ２０名余りのツアーを組んだこと等が思い
浮かびます。
　支部の舵取りを任せて頂いた福田支部長の懐
の深いご指導の下、ある意味では「我侭な運営」
が出来たと感謝しております。
　「労組役員経験者に対する一抹の懸念を持っ
ていた。」とは、私をこの役に引きずり込んだ
故京極忠信（昭和３４年建築科卒）さんが漏らし
た言葉です。
　事務所を提供してくれた佐々木賢一（昭和３１
年建築科卒）さん、保子夫人の「献身的」な事
務処理を始め、歴代の副幹事長、会計の塩月澄
子（昭和４１年工化科卒）さんにも支えて頂いた
ことが、長く続いた要因です。
　全国大会に生徒を引率して来られた先生、応
援に駆け付けた同窓生、県人会の皆さんとの交
流の場の設定など苦労もありましたが、今にす
れば楽しい思い出でもあります。
　末筆ながら関西の新事務局体制に変わらぬご
支援をお願いいたします。

　阪神淡路大震災の年、勤め先の被災施設を耐
震復旧し終えた、平成７年の秋に定年を迎えま
した。
　その翌年８月に拙宅に関西支部の事務所開き
を致しました。以来、会員に支えられた １６年
間でした。
　年４会の事務局会議、当初は 3役会議等では
狭い部屋に５～ １０人で資料を持ち寄って頂き、
会の発信基地を務めてきました。
　振り返って考えますと、私共の年代は何十年
もガムシャラに働いた後に定年退職し、家に
戻ってみると「あれ、社会との繋がりが全くな
い」と意気消沈してしまう人の多かったように
思います。
　社会に生き、その豊かさを見失う事ない充実
感で、この６月に「事務所」を閉じ、無事引き
継ぐことが出来ました。
　支部３役の皆さんには私の家族共に生き方、
暮らし方を教えて頂くなど貴重な出会いを作っ
て頂きました。
　ここまで頑張れたのも秋工生徒諸君の活躍
と、同窓会の皆さんのお蔭です。　感謝　

支部４代目幹事長
　16年の始末記

実　感
　“秋工は母校です”

菅　　　光　夫
　（昭和３２年 電気科卒）

佐々木　賢　一
　（昭和３１年 建築科卒）

関西支部役員交代

〒０１０－００２１　秋田市楢山登町７－５１
ＴＥＬ：０１８－８３５－２９５９（代）　ＦＡＸ：０１８－８３５－０７２２
Ｅ‐ｍａｉｌ：ｉｎｆｏ＠ｓｈｏｕｊｉ‐ｐ．ｃｏ．ｊｐ　ＵＲＬ ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｓｈｏｕｊｉ‐ｐ．ｃｏ．ｊｐ

代表取締役 東海林正博（Ｋ．４６卒）

・印刷事業
・オンデマンド印刷
・インターネット通信事業
・ソフト・システム開発
・ＷＥＢ・ＨＰ制作事業
・カレンダー事業

情報の多角的発信を可能に

本　　　社／秋田県大館市泉町６番２２号　　ＴＥＬ０１８６（４２）１８７０・ＦＡＸ０１８６（４３）００２４

秋田営業所／秋田県秋田市飯島字砂田２６の９　　ＴＥＬ０１８（８４５）９７３５・ＦＡＸ０１８（８４６）８２５５

青森営業所／青森県青森市卸町２２番１０　　ＴＥＬ０１７（７３８）６７９３・ＦＡＸ０１７（７３８）６５２３

ＵＲＬ　ｈｔｔｐ：//ｏｈｗｕ‐ｄｅｎｋｉ．ｃｏ．ｊｐ

代表取締役　川　井　隆　治 (E.44年卒)

電気設備・通信・消防施設・計装・空調・送電工事の設計施工

ＲＥＧＩＳＴＥＲＥＤ　ＯＲＧＡＮＩＺＡＴＩＯＮ
№１５８８‐ＩＳＯ９００１

奥羽電気設備株式会社OHWU

私たちと一緒に
　　未来に架ける橋梁を作りませんか…

ＰＣ（プレストレストコンクリートの略）工法による

橋梁建設の専門業者です

代表取締役 秩父  清二（昭和３９年土木科卒）

〒１８３‐００２６　東京都府中市南町５－３８－３
ＴＥＬ　０４２‐３６６‐０３２３　 ＦＡＸ　０４２‐３６６‐０３５７

新榮橋梁建設株式会社
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　今年二月末から三月にかけて四泊五日の海外
同級会を開きました。
　赤道直下シンガポールの夕暮れ時我々の乗った
車は白亜のクラブハウスに吸い込まれてゆく。広
い円卓の上の大きなペキンダックを前にして、「乾
杯 乾杯 カンペイ」が繰り返される。一同満面に
笑顔を浮かべいかにも満ち足りた様子である。
　メンバーは秋田から伊藤作一郎君、仙台から
堀井昇、佐川信昭両君、石巻から小生佐川一成、
茨城から橋本正明君、川崎から冨木文隆君、横
浜から富田鉄人君、それに現地の千葉光三君の
総勢八人で、千葉君はΝΕС時代から当地に赴
任しその後独立起業して今日に至っております。
　学窓を出て五十五年、秋工同窓生として各地
に散り、艱難辛苦をのり越え、時には泣き、笑
い、さまざまな人生を経験しながらここまでき
たのだ。下駄をはいて通った母校の三年間の仲
間、たった三年だけの共通体験のみで今こうし
てこの歳になって仲良く異国に住む同級生を囲
んでの「番外同級会宴会」である。
　私たちは四十代半ばから折に触れ同級会を開
き親睦を深めてきました。定年後は、各地に散
らばる者同士が、秋田地区、仙台、茨城、東京
の在住者それぞれが担当し持ち回りで毎年同級
会を開催しております。
　昨年あの東日本大震災があり持回りの同級会
を中止することとなり、番外として仲間が企画、
引率、案内してくれたものです。
　ホテルでは多民族の朝食の様子をまのあたり
にする。インド系のサリーをまとった大家族風
の方々が多い。マレー系や中華系、欧米系と多
種多様、言語もさまざまで面白い。観光めぐり
では港の玄関に出来た五十六階建ての三基のホ
テルの屋上に船を渡して浮かべたマリナベーサ
ンズが圧巻、屋上からの眺めは最高、洋上には
大型船が多数停泊、遠くには特徴のある高層建
築が林立する。チャイナタウン、リトルインデア
ンなどかって建国に尽くした労苦に報いるため

大切に保存地区にしている。昼食はローカルレ
ストランでバクテー（骨付き豚の煮込み）など現
地人と共に食べる。とても美味い。ゴンドラに
乗り空中から市街地を眺める。素晴らしい、マ
ラッカ海峡への航路中継基地としての様子が眼
下にみえる。巨大なガントリークレーンが林立、
コンテナヤードが活気を呼んでいる。観光での
移動はハイウエイ、ほたての形の小国が隅々ま
できれいに整備されパークシテイそのものです。
　夕食は三日連続の大宴会、巨大なエビの刺身
などの海鮮料理、田舎料理の蟹、シャーク、蛙
の料理、最後は中華料理である。千葉君がメン
バーのカントリークラブのレストランで、ペキ
ンダック、肉料理、魚料理を食し生ビールから
始まって高級な紹興酒、コニャック、ブランデ
イーなど心ゆくまで飲み、談論風発、夜遅くま
で飲みつくし語り合いました。
　学窓を出て各地に散りそれぞれの人生を経験し
ながらここに集い、遊べる幸せを感じた旅でした。
　さて、小生、昨年の東日本大津波をまともに
受け自宅の押し入れ中段まで浸水、全壊致しま
したが全国の温かい支援で立ち直ることが出来
ました。皆さんに心から感謝申し上げます。
　これからは身体に留意し天が与えてくれる天
寿まで元気に過ごしたいと思っております。　
　　秋工万歳　同窓会万歳

南の島で同級会 佐　川　一　成
　　（昭和３２年電気科卒）　

総合給食の受託

テンシャル株式会社

東京都中央区新川２丁目７番７号　クレール八重洲ビル204
ＴＥＬ（０３）３２９７‐１０６６　　　　ＦＡＸ（０３）３２９７‐１０６３

代表取締役　大塚　廉造（Ｋ.32卒）
相　談　役　大塚　洋夫（Ｅ.35卒）
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【ラグビー】　
　第１３回全国高校選抜　ベスト４（準決勝）
　　　　　　　　　　　　秋工　８ー １７　東福岡

【柔　道】　　出場

【陸上競技】
　男子団体トラック総合　１位		
１５００m	 １位　花田　太一	
３０００mSC	 １位　畠山　亨太	

　５０００mW	 １位　榊　　涼季	
【バドミントン】
　男子団体　２位
　複２位　佐藤　優助・菅原　　凛

【体　操】
　男子団体　２位
　女子団体　２位	 	
　跳　　　　馬　　２位　畠山　璃子
　段違い平行棒　　２位　土屋　春陽	 	
　平　均　台　　１位　土屋　春陽	 	

【柔　道】
　男子団体　２位	 	
　６０㎏級　　１位　奈良　淳平		
　６６㎏級　　１位　安田　晃介		
　８１㎏級　　２位　真木　竜征		
　	９０㎏級　　２位　糸山　景太		
　１００㎏超級 １位　今野　慎哉		

【ボクシング】
　ウエルター級　１位　佐々木駿介	 	
　　　　　   　　２位　塚田　優作	 	

【ウエイトリフティング】
　９４㎏級　 １位 　藤井　柊太	

【空手道】
　男子団体組手　１位	
　女子団体組手　２位	

【テニス】
　男子団体　１位	 	
　単１位　榎本　清人
　　２位　板橋　　駿	
　複１位　榎本　清人・檜森　将利	 	

【ラグビー】　　１位

【少林寺拳法】
　演武の部団体　１位	 	
　演武有段の部　１位　田中　杏也・大関　紅暁

【陸上競技】
１５００m	 １位　花田　太一	

　Ｂ３０００Ｍ	 　  １位　湊谷　春紀	
	 	 　  ２位　續木　悠也	

【体　操】
　女子個人総合　　２位　土屋　春陽	 	
　段違い平行棒　　２位　土屋　春陽	 	
　跳　　　　馬　　２位　土屋　春陽

【柔　道】
　６０㎏級　　１位　奈良　淳平		
　１００㎏級　 ２位　本庄谷孝晃		
　無差別級　１位　今野　慎哉

【ウエイトリフティング】
　９４㎏級　 １位 　藤井　柊太	

【空手道】
　男子団体組手　２位	 	
　男子組手　　　２位　藤原　祐介

【テニス】
　単１位　板橋　　駿
　　２位　檜森　将利

【ラグビー】　　１位

 全日本吹奏楽コンクール県中央地区大会

　高等学校小編成の部　金賞	 	 	

 ワールドエコノブーム	 	 	
　燃料電池部門　１位	 	 	
	 	 	
	 	 	

【柔　道】
　１００㎏超級　 ２位　今野　慎哉	 	

【少林寺拳法】
　初段組演武　２位　田中　杏也・大関　紅暁	

 東北大会結果	 	 	
【ラグビー】　　１位

 秋田県高等学校総合体育大会の
 プログラム表紙に採用されました	 	
　小柳　花梨	

母 校 だ よ り
高校選抜大会結果

全県総体結果

県民体育大会結果

東北高校選手権大会結果

暮らしを支える大きな力　　 鉄。

・
・

航空機関連から
生産設備の製造
Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ

株式会社

〒０１５－００５１
秋田県由利本荘市川口字家妻１４６－３
ＴＥＬ　０１８４－２３－１０９４

三栄機械

（昭３１  機械科卒）

代表取締役会長　細 矢 育 夫

ＪＩＳＱ　９１００　認証取得
（本社工場製造部）
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総合　第２位（２°１0′２9″）

　第９２回全国高校ラグビー大会県予選最終日は１０月２７日㈯秋田市の八橋球技場で決勝を行い、秋田工が
秋田中央を４５－０で下して２年ぶり６４度目の全国大会出場を決めた。
　前半、中央の徹底したサイド攻撃、センターの縦攻撃に苦戦、ミスも重なり攻撃権を中央に与えてしま
い20分間こう着状態が続いた。
　秋田工は前半終盤に２トライを奪うと、後半は早いテンポのラグビーで中央のディフェンスを裂きトライ
を重ねた。ＦＷ、ＢＫの連続攻撃で５トライを上げ突き放した。
　全国大会まで接点の激しさを身につけ、タックルで相手チームにプレッシャーを掛け続けて欲しい。
　全国大会は１２月２７日から来年１月７日まで東大阪市の近鉄花園ラグビー場などで行われる。

　　　　　　　　　　　部長　梁瀬　　章　
　　　　　　　　　　　監督　黒澤　光弘　

　昨年の県予選から一年が経ち、ようやく雪辱を果た
すことができました。思い返せば今年一月、瀬田川ラ
グビー後援会長とともに部長が東海・近畿・東京の各
同窓会を回り、ラグビー部に対してアドバイスをいた
だく機会を得ました。東京秋工会では厳しい声を、近
畿・東海同窓会では、ラグビー部復活を望む涙混じり
の声を聞かせていただきました。この時の貴重なご意
見をもとに今年のチームがスタートできたと考えてい
ます。また、日頃よりラグビー部に対して物心両面に
わたる温かいご支援を賜り感謝しています。
　今年のチーム目標は「全国制覇」です。花園を制覇

するために打倒東福岡、国体の借りを返すために打倒
大阪勢も付け加えています。選手自身が決めた目標で
すが、優勝争いに加わるという強い気持ちで、高い志
の表れであると我々は捉えています。これまで取り組
んできたアップテンポにボールを動かす攻撃的ラグ
ビーに磨きをかけて、縦横無尽に走り回るラグビーと、
フォワード陣のセットプレー（スクラム・ラインアウ
ト）を更に安定させることにより実現できる目標と考
えています。しかし現在は予選を突破しただけであり、
やっと花園への挑戦権を獲得しただけであります。あ
まり遠くを見ずに、チームを鍛え直すことで足元を見
つめ直し、一戦一戦に全力で立ち向かいます。
　最後となりましたが、同窓会の皆様には今後とも変
わらぬご支援・ご協力の程お願い申し上げます。

秋田工２年ぶり花園へ、秋田中央から７トライ

　建築科（３年）安井亜美さんがミス・
ユニバース秋田県大会の１次予選を
通過し、２次予選に進んだ。
　「自分の魅力をもっと見つけたいと
思い、外見だけでなく内面も磨き、自
分に自信を持ちたい」と話している。
　是非、頑張って本大会に出場し本
校をアピールして戴きたいと思います。

　第４１回マーチングバンド・バトントワーリング東

北大会が １１月３、４の両日、宮城県利府町のグラ

ンディ２１セキスイハイムスーパーアリーナで開かれ

見事金賞に輝いた。

　全国大会は、

１２月１５、１６ の

両日にさいた

まスーパーア

リーナ（さい

たま市）で開

かれます。応

援宜しくお願

いいたします。

全国制覇を目指して

第58回秋田県高等学校総合
体育大会駅伝競走大会　兼
第63回全国高等学校駅伝競
走大会秋田県予選大会

駅伝

ラグビー

王座奪還ならず

第９２回全国高校ラグビー大会秋田県予選決勝

安井さんミス・ユニバース県大会ファイナルに出場

秋田工　45　12 －０　０　秋田中央
33 －０　　

マーチング・バンド
　　　　２年連続全国大会出場！

16


